


被災自治体の行政職員に発生している課題
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被災地支援として業務に臨むこ
とが多かったものの、普段の保
健師業務にも活用できる学びが
数多くあった

災害（被
災）イメー
ジの欠如

災害対応の
全体像がわ
からない

本部運営手
法がわから
ない

個別業務が
わからない

その他
（心構え）

そのような死者が出るよう
な災害だという感覚とは結
び付いていない

まず何をやったらいいか分
からない。しようが無いか
ら、防災計画をまずみんな
で勉強した

防災計画なるものの存在をほと
んどの職員は知りませんでした
から、そういう仕組みだという
こともわからない

（仮設住宅について）何万
戸の計画を作っていいか分
かんなかったんです

人材育成をするっていっ
たってやっぱり研究開発を
していかないと、人材は生
まれてこない

被災地と県庁が離れている
ので、被災地の状況はまる
で別世界のように感じてい
たのだろうか

何かしなければならないけ
れど、何から何をどうすれ
ばいいのか、とにかく不安
だけが広がり

所掌が明確でない業務があると
「それはうちの所掌ではない」
と、従来のセクショナリズムか
ら抜け出せない部署があった

法令、通知をいちいち確認
しなくても業務を遂行でき
る職員が重要

日常の仕事の中で、地域の
人の中で仕えていく資質の
ようなものが仕事のなかで
備えられていた

被災者が多くいる中、ス
カートにヒール、スーツに
ネクタイで作業

「今後、こういう業務が発
生するので、準備するよう
に」と、指示できればよ
かった

個別の課等に関係する指示
でも全体でその内容（方向
性）を共有する必要がある

市町村に罹災証明、被害認
定等のノウハウがない

阪神・淡路大震災 東日本大震災 熊本地震

被災自治体職員の手記等から整理

分類






